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５
月
15
日
、
沖
縄
県
は
１

９
７
２
年
の
﹁
本
土
復
帰
﹂

か
ら
50
年
目
を
迎
え
た
。
政

府
と
沖
縄
県
は
同
日
、
﹁
記

念
式
典
﹂
を
沖
縄
と
東
京
で

同
時
開
催
し
た
。

　
沖
縄
会
場
に
出
席
し
た
岸

田
首
相
は
沖
縄
の
﹁
本
土
復

帰
﹂
に
つ
い
て
、
﹁
戦
争
に

よ
っ
て
失
わ
れ
た
領
土
を
外

交
交
渉
で
回
復
し
た
こ
と
は

史
上
ま
れ
﹂
と
褒
め
称
え
、

﹁
日
米
両
国
の
友
好
と
信
頼

に
よ
っ
て
可
能
と
な
っ
た
﹂

と
謳
い
上
げ
た
。

　
何
が
﹁
外
交
交
渉
﹂
だ
。

沖
縄
で
は
第
２
次
世
界
大
戦

末
期
、
激
し
い
地
上
戦
が
行

わ
れ
、
﹁
県
民
の
４
人
に
１

人
﹂
、
約
20
万
も
の
人
び
と

が
犠
牲
に
な
っ
た
。
そ
し

て
、
敗
戦
後
の
52
年
４
月
28

日
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講

和
条
約
の
発
効
で
日
本
か
ら

分

離

さ

れ

た

︵

屈

辱

の

日
︶
。
当
時
の
吉
田
首
相
は

ダ
レ
ス
米
大
統
領
特
使
と
の

交
渉
で
、
講
和
と
引
き
替
え

に
、
沖
縄
の
長
期
租
借
を
米

政
府
に
提
案
、
ま
た
昭
和
天

皇
は
沖
縄
の
米
軍
統
治
を
希

望
す
る
意
思
を
米
側
に
伝
え

た
︵
天
皇
メ
ッ
セ
ー
ジ
︶
。

　
大
戦
後
、
沖
縄
は
冷
戦
の
始

ま
り
と
と
も
に
、
﹁
太
平
洋
の

要
石
﹂
︵
キ
ー
ス
ト
ー
ン
︶
と

位
置
づ
け
ら
れ
た
。
50
年
の

朝
鮮
戦
争
、
64
年
の
ベ
ト
ナ

ム
戦
争
へ
の
介
入
拡
大
の
際
に

は
沖
縄
か
ら
米
軍
が
直
接
出

撃
、
ア
ジ
ア
全
域
を
に
ら
む
米

軍
の
一
大
拠
点
と
さ
れ
た
。

　
そ
の
一
方
で
沖
縄
の
住
民
は

日
本
国
憲
法
も
適
用
さ
れ
ず
、

基
地
由
来
の
事
故
や
米
兵
の
凶

悪
犯
罪
に
生
命
と
生
活
は
脅
か

さ
れ
て
き
た
。
土
地
は
強
制
的

に
基
地
へ
と
接
収
さ
れ
、
事
件

事
故
を
起
こ
し
た
米
兵
は
軍
事

裁
判
で
無
罪
に
な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
米
軍
統
治
に
対

す
る
沖
縄
の
人
び
と
の
怒
り
の

結
集
点
と
し
て
﹁
復
帰
闘
争
﹂

が
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
60
年

４
月
28
日
に
は
沖
縄
県
祖
国

復
帰
協
議
会
︵
復
帰
協
︶
が
結

成
さ
れ
、
住
民
の
諸
要
求
を
反

映
し
た
広
範
な
運
動
に
発
展
、

ま
さ
に
﹁
島
ぐ
る
み
﹂
の
闘
い

と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
67
年

の
復
帰
協
総
会
で
は
﹁
安
保
条

約
廃
棄
、
核
基
地
撤
去
、
米
軍

基
地
反
対
﹂
の
方
針
を
鮮
明
に

さ
せ
、
本
土
に
お
け
る
沖
縄
返

還
運
動
と
も
結
合
し
て
日
米
両

政
府
に
沖
縄
返
還
を
迫
る
原
動

力
と
な
っ
た
。
68
年
に
は
主

席
公
選
を
実
現
さ
せ
、
屋
良
朝

苗
主
席
を
誕
生
さ
せ
た
。

　
こ
う
し
た
沖
縄
の
闘
い
の
高

揚
に
恐
怖
し
た
日
米
両
政
府
は

69
年
11
月
、
佐
藤
首
相
と
ニ

ク
ソ
ン
大
統
領
と
の
共
同
声
明

で
、
沖
縄
の
ペ
テ
ン
的
﹁
返

還
﹂
を
打
ち
出
し
た
の
だ
。

﹁
核
抜
き
・
本
土
並
み
返
還
﹂

を
謳
い
な
が
ら
、
そ
の
実
、
佐

藤
首
相
は
有
事
の
際
に
米
国
が

沖
縄
に
核
兵
器
を
再
度
搬
入
、

貯
蔵
を
認
め
る
密
約
を
結
ん
で

い
た
の
だ
。

　
わ
が
国
売
国
政
府
は
徹
頭
徹

尾
、
米
国
に
付
き
従
い
、
沖
縄

を
﹁
差
し
出
し
た
﹂
の
だ
。

﹁
外
交
交
渉
で
回
復
﹂
な
ど
と

い
う
の
は
歴
史
を
歪
曲
す
る
も

の
だ
。

　
岸
田
首
相
は
﹁
基
地
負
担
軽

減
に
全
力
で
取
り
組
む
﹂
と
発

言
し
た
が
、
辺
野
古
新
基
地
建

設
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
口
を

つ
ぐ
み
、
日
米
地
位
協
定
の
抜

本
改
定
に
も
背
を
向
け
た
。
そ

の
上
、
﹁
日
米
同
盟
の
抑
止
力

の
維
持
﹂
を
強
調
し
た
。

　
そ
し
て
、
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
駐

日
米
大
使
は
ロ
シ
ア
へ
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
を
挙
げ
な
が
ら

﹁
わ
れ
わ
れ
が
共
有
す
る
価
値

観
と
原
則
に
自
衛
は
な
い
。
自

由
は
無
償
で
は
な
い
﹂
と
言

い
、
在
沖
米
軍
の
基
地
強
化
と

日
米
軍
事
一
体
化
に
突
き
進
む

姿
勢
を
あ
ら
わ
に
し
た
。
沖
縄

で
発
せ
ら
れ
た
こ
の
発
言
を
断

じ
て
許
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
こ
う
し
た
な
か
、
バ
イ
デ
ン

米
大
統
領
は
22
日
、
わ
が
国

を
訪
れ
た
。
訪
日
中
、
日
米
豪

印
︵
ク
ア
ッ
ド
︶
の
首
脳
会
議

な
ど
が
開
催
さ
れ
、
台
頭
す
る

中
国
に
対
し
、
﹁
共
同
で
抑
止

し
対
処
す
る
﹂
こ
と
を
策
動
し

て
い
る
。

　
す
で
に
岸
田
政
権
は
ウ
ク
ラ

イ
ナ
に
お
け
る
戦
乱
も
利
用
し

な
が
ら
、
﹁
次
は
台
湾
だ
﹂
と

ば
か
り
に
、
敵
基
地
﹁
中
枢
﹂

攻
撃
や
軍
事
費
の
国
内
総
生
産

︵
Ｇ
Ｄ
Ｐ
︶
２
％
を
打
ち
出
し

た
。
果
て
は
﹁
核
共
有
﹂
ま
で

が
公
然
と
議
論
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
辺
野
古
新
基
地
建
設

や
、
宮
古
、
八
重
山
、
与
那
国

の
南
西
諸
島
で
は
自
衛
隊
の
ミ

サ
イ
ル
網
整
備
が
進
め
ら
れ
、

米
軍
と
の
共
同
訓
練
が
拡
大
し

て
い
る
。

　
沖
縄
と
そ
れ
に
連
帯
す
る
闘

い
は
、
日
米
安
保
体
制
を
打
破

し
、
わ
が
国
の
独
立
・
自
主
と

平
和
、
ア
ジ
ア
の
共
生
の
進
路

を
切
り
開
く
も
の
で
も
あ
る
。

そ
う
し
た
重
大
な
民
族
的
、
国

民
的
意
義
を
い
ま
一
度
確
認
し

よ
う
。

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
お
け
る
戦
乱

は
世
界
が
﹁
新
し
い
戦
争
の
時

代
﹂
に
突
入
し
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

　
い
よ
い
よ
米
帝
国
主
義
、
そ

れ
に
追
随
す
る
岸
田
自
公
政

権
、
安
倍
一
派
ら
は
﹁
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
次
は
台
湾
だ
﹂
と
言
い

立
て
、
中
国
へ
の
敵
対
を
強
め

て
い
る
。
そ
こ
で
起
こ
る
﹁
台

湾
有
事
﹂
と
は
即
、
沖
縄
が
再

び
戦
場
に
な
る
も
の
だ
。

　
沖
縄
を
戦
場
に
さ
せ
な
い
た

め
、
玉
城
デ
ニ
ー
知
事
を
中
心

と
す
る
﹁
オ
ー
ル
沖
縄
﹂
と
呼

応
す
る
全
国
の
闘
い
を
強
め
よ

う
。
95
年
の
10
万
人
県
民
大

会
は
安
保
体
制
へ
の
﹁
一
撃
﹂

と
な
っ
た
。
﹁
台
湾
有
事
﹂
反

対
、
﹁
日
中
不
再
戦
﹂
へ
あ
ら

ゆ
る
行
動
を
展
開
し
よ
う
。

沖
縄
を
差
し
出
し

た
歴
代
売
国
政
府

基
地
強
化
叫
ぶ
米
国

付
き
従
う
岸
田
政
権

沖
縄
連
帯
は
日
本
の

進
路
切
り
開
く
闘
い

雨天突き、米軍基地前を行進する労組組合員（５月１４日、沖縄県宜野湾市）


